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１．概要（Summary） 

コロイド粒子はフォトニック結晶やその他の共振器、ドラ

ッグデリバリーシステムなど様々な用途で使用されている。

本研究では自己組織化でポリマー球体作製を試みている。

本申請では、電子顕微鏡でのマイクロ球体やペプチド集

合体の構造物観察を依頼した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電界放出型走査電子顕微鏡、スパッタリング装置、電

子線蒸着装置、電子線描画装置 

 

【実験方法】 

球状構造体の作製は、ポリマーの CHCl3 溶液を含む

試料瓶を、貧溶媒（MeOH）を含む試料瓶内に入れて蓋

をし、25°Cで 3日間静置すること（蒸気拡散法）により行

った。生成した析出物の分散液を、シリコン基板上に滴

下・乾燥し、本プラットフォームの電界放出型走査型電子

顕微鏡を用いて観察を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

孤立共役高分子の自己組織化に夜マイクロ球体の作

製を行い、SEM 観察により生成物の形状を確認した。そ

の結果、形状の整ったマイクロメートルサイズの球体が定

量的に形成していることが明らかになった。吸大意１粒子

に対しレーザーを照射して発光スペクトルを測定したとこ

ろ、Fig. 1に示す球体内部に発光が閉じ込められて共鳴

する WGM 発光を確認した。また、強誘電ポリマーによる

コロイド結晶、ペプチド集合体の SEM観察も行った。 
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Figure 1 Transmittance spectrum of the Pt 

electrodes. 

Figure 1 Transmittance spectrum of the Pt 

electrodes. 

Figure 1 Self-assembly of highly fluorescent 

isolated conjugated polymers and their PL spectra. 


